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まちの駅　ADOA大野
≪建物概要≫

≪設計概要≫
　施設「まちの駅ADOA大野」は宮島から西の方角
で、廿日市市大野に位置する。
　地元の商工会が中心となり、道の駅をイメージした
「まちの駅」として地域産品マーケット、フードコー
ト、観光情報の交流スペース、多目的ルーム、大野町
商工会の事務所もあり、様々な機能を備えた賑わいを
創出する施設となっている。
　軒の出4.0ｍ、軒下空間は、内部と外部の中間領域で
廿日市市大野支所と広場（イベントなどの会場）と繋
がる様に計画している。
・�建物外観は、軒下大空間を持つシンプルな切妻屋根
としている。
・�建物内部は最高天井高さ7.0ｍの大空間勾配天井と
し、木構造現わしで内装制限緩和規定の見付け面積
1/10以下を考慮しつつ、柱、梁材をできる限り現し
とした。
　木の暖かみを感じる、居心地の良い、賑わい場所と
して新たな中心地となることを願っている。

：大野町商工会
：有限会社キマタ設計
：株式会社ウッドワン
：株式会社Ａ＆Ｃ
：広島県廿日市市大野一丁目
：店舗・事務所
：木造平屋建て
：920.00㎡
：880.00㎡
：2020年10月～2021年3月
：2021年5月～2021年11月
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「全国高等専門学校デザインコンペティション」（通称：デザコン）は全国の高等専門学校で競わ

れる競技です。主に土木系・建築系を中心に全国の高専生が参加し、4部門に分かれて作品を作成
し競い合われます。その大会に出展された、呉工業高等専門学校(以下、呉高専)の学生のパワーあ
ふれる作品をご紹介します。 
 
 
 
【空間デザイン部門】課題テーマ：2040 年 集いの空間 

『審査員特別賞』 

 響～“学びと遊び”、“地域住民と外国人技能実習生”の共鳴～ 

〇宮本知輝(3年)、大坂康介(3年) 

 

宮本さんの地元である安芸高田市の 2040 年に
着目し、作品をつくられています。安芸高田市で
は外国人技能実習生の受け入れを積極的に行っ
ていますが、地域の人と外国人のつながりが薄く
居場所がないのでは、そして技能実習には「学び」
しかなく「遊び」がないのでは、ということを課
題として捉え、その一つの対策案を提案していま
す。「学校には「学び」と「遊び」があるんだ」と
いう言葉が、学生ならではの視点で興味を掻き立
てられました。 
「学び」と「遊び」を届け、実習生と地域住民

の繋がり・集いの場として、現在閉校されている
元郷野小学校校舎を舞台として選ばれています。
学校を実習生の住まいとしてコンバージョンす

るだけでなく、自然と繋がりを持ちやすいよう廊
下を長いリビングとして計画する等々、みんなが
響きあう集いの空間を細部まで考えられていま
した。 

特特集集１１  青青年年部部会会取取材材  
呉呉工工業業高高等等専専門門学学校校  

「「デデザザココンン 22002222  ――全全国国高高等等専専門門学学校校デデザザイインンココンンペペテティィシショョンン――」」  
情情報報・・編編集集委委員員会会青青年年部部会会  

藤藤井井  真真弓弓  

デザコンについて、

詳しくはこちら 

大坂 康介さん、宮本 知輝さん 

課題テーマにつ

いて、詳しくはこ

ちら 
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そして遊びで繋がる場として、半屋外の茅葺屋
根の空間を計画されています。実習生の多くは東
南アジア周辺出身です。その地域で見受けられる
高床式住居、そして市内の高架下で実習生が集っ
ている光景を見かけることから、影を作る屋根と
少しの空き地があれば自然と人が集うのではと
発想したそうです。 
また、茅葺屋根は数十年に一度葺き替えが必要

で、それをイベント化に繋げれば、その後の交流
の一つのきっかけになります。コミュニティをつ
くりつつ、みんなで集い協力しあうことで、その
先の新しい可能性もみえてくる。2040 年だけでな
く、さらに先の未来も見据えた作品です。 

プレゼンボードと大きな模型を作成されてお
り、ボードに描かれたパースは躍動感にあふれて
います。思わず見入ったこのパースは大坂さんの
手書きだそうで、計画建物だけでなく周辺の風景
も丁寧に描かれています。建物単体だけでなく、
地域全体を考えているのだなということがよく
分かります。模型には安芸高田市で行われている
神楽の様子も表現されています。 
理論派：宮本さんと、感覚派：大坂さんの名コ

ンビで、二人でディスカッションしながら、また
模型は友人たちの手を借りながらつくり上げた
そうです。細部までこだわりがちりばめられた作
品ですが、何より「集う」というテーマに対して、
「響」という題目をつけたセンスのよさ！想像が
広がります。人々が集って共鳴を起こす、神楽の
音が響く、「郷」野小学校の文字、等々、沢山の意
味が込められています。 
作品の作成にあたり、地元をあらためて強く意

識するようになった。この記事を通じて、安芸高
田市とご縁ができれば、またこの作品の形でなく
ても地元に貢献できることがあればうれしい、と
宮本さんがお話されていました。これからの未来
をつくる若者と地域とが共鳴して、さらに豊かな
地域をつくりあげてくれることを楽しみにして
います。 

 
  

作品について説明をする 

宮本さん（右端）と大坂さん（右から 2 番目） 

響（1/150 模型） 審査員特別賞の記念品とともに 
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空間デザイン部門 審査員特別賞受賞 【響～“学びと遊び”、“地域住民と外国人技能実習生”の共鳴～】 
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空間デザイン部門 審査員特別賞受賞 【響～“学びと遊び”、“地域住民と外国人技能実習生”の共鳴～】 

【構造デザイン部門】課題テーマ：新たなつながり -ふたつでひとつ- 

『日刊建設工業新聞社賞』 双嶺(そうれい) 

〇小椋千紗(5年)、樋口彰悟(専攻科 2年)、小宇羅由依(5年)、築山綾花(4年) 

竹本快未(2年)、𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷川諒哉(1年)、土手淳平(5年)、栗原奈々子(5年) 

脇田美礼優(5年)、髙田澄海(2 年)、松下芽生(専攻科 1年) 

 

橋の模型をケント紙で作成し、耐荷性や構造的
な合理性、軽さ、デザイン性等を競う部門です。
2 つに分かれる橋を製作し、その場で 1 つにし、
荷重をかけてどれくらい荷重に耐えられるか等
が審査されるそうです。大会では、実際に模型に
おもりを 10㎏ずつ、最後は 5㎏ずつ足していき、
45 ㎏の荷重に耐えました。残念ながら指定荷重の
50 ㎏には耐えられなかったそうですが、デザイン
性が良いということで受賞されたそうです。通常
は壊れた橋は受賞できないそうですが、それでも
賞を獲得した、審査員の心を動かした美しい橋で
す。 
橋は、紙でつくった三角柱を 8 本組み合わせ、

8 角形とした部材等でつくられていました。精度
よくするため紙はレーザーで切って作成された
そうです。設計担当、レーザー用図面の作成担当、
カット担当、組み立て担当等、高専 1年生から専
攻科 2 年生まで、幅広い年齢層のチームワークで
作り上げた作品です。 

実際に上から模型を押してみましたが、力をか
けてもびくともせず、紙だけでこんなに強度がで
ることに驚きました。また、持ち上げてみると 114
ｇととても軽く、二度びっくりです。 
メンバー全員に今回の製作を通しての感想を

いただきました。 

土手淳平さん(5年)： 
載荷担当で、壊れないようゆっくり慎重におも
りをおくことを心がけました。来年は専攻科 1
年で設計を担当！ 

栗原奈々子さん(5年)： 
部材の組立の精度が重要になってくるので、細
かいところに気を付けながら製作することが
大変でした。 

小宇羅由依さん(5年)： 
製作を担当。ねじれたりするのは施工精度の問

三角柱を 8 本組み合わせて作り上げた 8 角形の部材 

実際に筆者自身でも強度を確かめてみました 

課題テーマにつ

いて、詳しくはこ

ちら 

（上段左から）吉川さん、栗原さん、小椋さん、 

脇田さん、築山さん、髙田さん 

（下段左から）土手さん、樋口さん、小宇羅さん、 

竹本さん、松下さん 

𠮷

𠮷
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【双嶺】構造の解説（一部抜粋） 

題のこともあるので精度よくがんばりました。
8 角形をつくるのが楽しかった。 

小椋千紗さん(5年)： 
紙の真ん中に角を合わせる作業がむずかしか
ったけど、毎日練習して、精度よくつくれるよ
うになりました。 

脇田美礼優さん(5年)： 
レーザーで切るための部材を作成。ケント紙の
無駄がでないように調整をしながら、またどこ
が大事ポイントかみんなで共有しながら製作
しました。 

竹本快未さん(2年)： 
部材の一つ一つの精度を上げていくように取
り組みました。みんなと力を合わせて一つの橋
ができるようがんばりました。 

𠮷𠮷𠮷𠮷川諒哉さん(1年)： 
先輩の部材の工夫をみて、教えてもらいながら
部材を製作しました。先輩方からコミュニケー
ションをとってもらい、やりやすかったです。 

松下芽生さん(専攻科 1 年) 
ポスター制作を担当。各橋のコンセプトが伝わ
りやすいデザインにすることを意識しつつ、メ
ンバーの意見を反映させることが難しかった
です。 

「構造的な合理性と強さを追求し、この美しい
形にたどりついた。みんなが協力して展示用ポス
ターをつくってくれ、展示用ブースにも工夫をこ
らした。ブースに分かりやすいようコンセプトや
部材の八角形を展示したりしたことも、評価をも

らったと思っています。」と、設計担当の樋口彰悟
さん(専攻科 2 年)。本年度から 2つにわけて合体
させるという新しい課題になったそうですが、課
題提示者が何を狙っているか設計者として読み
はあった？と質問したところ、「圧縮材同士を接
合するのは簡単と思う。引っ張り力をどう処理す
るのかが狙い目かと考え、この案を考えた。他校
は圧縮力だけで力の伝達をすることころが多く、
引っ張り材の受け渡しは呉高専独自だった。」と
回答いただきました。何を意図しているのかを正
確に捉え、それを形にしていかれたところに取材
したメンバー一同、深く感動しました。 
そして先輩の背中を見て、次年度へとつながっ

ていきます。来年度のバトンを引き継ぐのは土手
淳平さん。プレッシャーはあると思いますが、頼
れる存在です！最優秀賞目指して、本年度に負け
ないチームワークで素晴らしい作品をつくられ
ることを期待しています。 

  

作品について語る樋口さん 
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作品について語る樋口さん 

  

構造デザイン部門にエントリーした、別作品【人ツ橋】 

構造デザイン部門 日刊建設工業新聞社賞受賞 【双嶺(そうれい)】 
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【プレデザコン部門】課題テーマ：この先へ!! 

＜空間デザイン・フィールド＞ 

『最優秀賞(科学技術振興機構理事長賞)』 回遊 

〇工藤 周悟(2年) 

プレデザコン部門は高専 3年生までを対象とし
た、「実在する」或は「実在した」空間のパースを
描く部門です。「写真の様な写実的・客観的なもの
ではなく、異なる時間や視点が混在するなど主観
的なものとする。独創的・想像的な時間・空間を
コラージュした「似て非なる」唯一無二の時空の
提案を」という少し難解な、想像力が求められる
内容です。
その部門で栄えある最優秀賞に輝いたのが工

藤 周悟さんです。サンティアゴ・カラトラバの
「芸術科学都市」（スペイン）を題材に作品をつく
られています。「芸術科学都市」は 5つの印象的な
建築群が連なっており、観光地や憩いの場にもな
っています。 
工藤さんは、「この先へ」というテーマを考え、

いろいろ悩みながら、ご自身が持たれている建築
の写真集で見つけたこの建物を題材にすること
に決めたそうです。「芸術科学都市」のとがったと
ころや丸まったところが生き物のようで、今にも
動き出して先に進んでいく感じがする。また周辺 
がプールのようになっていて、ある角度からみた

らクジラにみえると感じ、題材に選定されたとい
うことです。題名の『回遊』には、人々があちこ
ち遊覧して回る、自分が想像した生物のくじらが
回遊する、という意味が込められています。 
ポスターには、建築とくじらが一体になった、

今にも飛び出してきそうな迫力あるパースが描
かれています。色鉛筆と水彩絵の具で、トレース
ではなく写真を見ながら描いたそうですが、建物
の特徴をよく捉えており、建築家の意図をよく理
解していることが感じられます。建築家が何を表
現したかったか忠実に映しこんだうえで、自分の
発想を加えて描かれており、想像力と観察眼が素
晴らしいです。 
この作品を見ていると、どんどん先へ進んでい

く冒険物語を彷彿とさせられます。想像力とそれ
を形にする力をさらに磨いて、自分自身の「その
先へ」とさらに進んで行かれることを期待してい
ます。 

工藤 周悟さん 作品について説明をする工藤さん（右端） 

課題テーマにつ

いて、詳しくはこ

ちら 
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解していることが感じられます。建築家が何を表
現したかったか忠実に映しこんだうえで、自分の
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この作品を見ていると、どんどん先へ進んでい
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課題テーマにつ

いて、詳しくはこ

ちら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
取材を通しての明るく想像力豊かな学生との交流は、とても楽しく、フレッシュな刺激をもらうこと

ができました。 
最後になりましたが、快く取材を受けてくださった呉高専建築学科の教員の皆さまにお礼を申し上げ

ます。ありがとうございました。 
 

空間デザイン・フィールド 最優秀賞(科学技術振興機構理事長賞) 【回遊】 
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福山情報・編集委員長（以下、福山）／普段、会

長と理事の皆さんは理事会では顔を合わせること

はありますが、なかなか協会活動などについて直

接議論するようなことがないという状況だと思い

ます。また、協会はこの 10 年来、若手理事や女性

理事も増えている状況です。 

そういった中で、若い理事の方というのは今後

この協会を引っ張っていく立場にあると考えてい

ます。現状で協会の問題点と言いますか、もう少

しこうしたらいいのではないかというようなこと

があると思っています。今日はこちらで 5つのテー

マを設定しましたので、ざっくばらんに意見交換

をしていただければと思います。 

会会員員増増強強  

・魅力ある協会 

・費用面での助成などの検討 

・若い世代への積極的な情報発信 
村田理事（以下、村田）／一つ目の魅力ある協会

に関しては、現時点で魅力があるないという訳で

はなく、私自身が理事の立場であるというのと、

日事連の青年連絡協議会に出席している中で、広

島に限らず全国でも建築士事務所登録はあるけれ

ども、事務所協会に入る方が少ないのが現状です。 

全国大会の前日に開催される青年話創会の中で

も同じような話になります。そこでも、協会にど

んな魅力があれば入るのか、何をもって魅力とす

るのかという討議をずっとしていますが、答えが

見つかってないのが現状です。 

広島会では、一般向けのイベントとして「建築

士事務所とつくるこだわりの建築展」はあります

が、同世代同士など事務所間の交流がまだまだ少

ないと思っています。 

事務所協会の横の繋がりというのがなかなか難

しいというのも十分理解できますが、横の繋がり

やざっくばらんに話し合いのできる場所があれば、

1 人～2 人の設計事務所が入りやすくなるのではな

いでしょうか。 

協会の運営とは別に、事務所協会に入ることに

よって、自身の事務所に持って帰れるネタがあれ

ばもっと協会の会員が増えていくのではないかと

考えています。 

二つ目に、費用面で建築士事務所である以上は

会費が一律、または細分化することも一つの方法

だと思います。 

また、1 人～2 人事務所の場合には費用的なもの

で助成する方法も考えられます。1 人～2 人事務所

は経理・総務・営業・技術など全ての業務をこな

さなければなりません。例えば確認申請の資料な

どが簡単な操作で選べるようなソフトを協会とし

て提供するということをすれば、事務作業の時間

や費用が少しは軽減・助成できるのではないかと

考えています。 

三つ目の、若い世代への情報発信を積極的に行

うことですが、弊社社員や 1 人～2 人事務所の方に

聞いても「事務所協会に入って何のメリットがあ

るの？」というのと共に、「事務所協会って何を

しているのかよくわからない」というのがだいた

い第一声です。 

特特集集２２  新新春春企企画画「「豊豊田田会会長長とと若若手手理理事事にによよるる新新春春座座談談会会」」  

左から 福山情報・編集委員長、砂原理事、小西理事、豊田会長、村田理事、大旗理事 
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んな魅力があれば入るのか、何をもって魅力とす

るのかという討議をずっとしていますが、答えが

見つかってないのが現状です。 

広島会では、一般向けのイベントとして「建築

士事務所とつくるこだわりの建築展」はあります

が、同世代同士など事務所間の交流がまだまだ少

ないと思っています。 

事務所協会の横の繋がりというのがなかなか難

しいというのも十分理解できますが、横の繋がり
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1 人～2 人の設計事務所が入りやすくなるのではな
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協会の運営とは別に、事務所協会に入ることに

よって、自身の事務所に持って帰れるネタがあれ
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や費用が少しは軽減・助成できるのではないかと

考えています。 

三つ目の、若い世代への情報発信を積極的に行

うことですが、弊社社員や 1 人～2 人事務所の方に

聞いても「事務所協会に入って何のメリットがあ

るの？」というのと共に、「事務所協会って何を

しているのかよくわからない」というのがだいた

い第一声です。 
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もう少し情報発信をしていけば、事務所協会は

何をしている団体か、入ることによってどういっ

たメリットがあるのかという事を理解していただ

けるのかなという意味で、若い世代への情報発信

を積極的におこなったらどうかということです。 

 

・基本路線は今のままでいい 
大旗理事（以下、大旗）／個人的に事務所協会に

不満があるとか、大きく今変えないといけないと

か、そんな危機感はあまり感じていません。事務

所協会は一般社団法人として、参加している設計

事務所を後ろから支援してくれるような活動を続

けていくことが大切だと思っています。会員を増

やしていくことを議論するよりも、入会すること

で事務所が成長できるような魅力ある事業を増や

していくことについて話し合うことが大切だと思

います。事務所協会に入ったらいろんなことを教

えてもらえて、スタッフがボトムアップできるよ

うなシステムがあるとか。今の協会もその方向で

強く進めていただいていると感じていますので、

それを継続してもっともっとやっていけば、自然

と会員も増強されていくと思います。 

 

・建築士事務所協会に入ったメリットを作る

べき 
砂原理事（以下、砂原）／会員増強についてです

が、入会した時のメリットというのは皆さんが求

められているところなのかなと思っています。ホ

ームページに載っている会員特典を見てみると結

構色々ありまして、私が知らなかっただけなのか

もしれません。 

例えば、建設業労働災害防止協会は入会すれば

競争入札参加資格の加点がもらえるような取り組

みをおこなっています。広島市に直談判しに行く

などをして実現することができています。入会し

たいと思っていただけるような取り組みが必要で

はないでしょうか。 

 

・一般の方への周知を高めて、事務所協会に

入っていることが建築主からの信頼につな

がると意識してもらう。協会のブランド力

向上にもつながる 

・会員の満足度を向上させる 
小西理事（以下、小西）／もし自分が協会に入っ

ていなくて、協会に入る動機づけだったら何があ

るかと考えた時に、お客さんから「協会に入って

いるんですか？」と聞かれたらやっぱり入らない

といけないのかなと思いました。なので、まず一

般の方に事務所協会を知ってもらい、一般の人か

ら見て事務所協会に入っている設計事務所なら信

頼できるなと思ってもらうことが、結果的に設計

事務所が事務所協会に

入ることに繋がると思

います。 

それから、今の会員

の方の満足度を上げれ

ばおのずと会員増強に

繋がると思っていま

す。 

 

豊田会長（以下、豊

田）／そもそも会員増

強って何でしょうか。

会員が増えたら他の会

員さんに何かメリット

がありますか、という話になってくると思います。

会員増強の目的は何でしょうか、ということが抜

けていると思います。 

入会して何のメリットがあるのかということも

ありますし、いろんな特典を作ってみたり一般の

人から事務所協会に入っていますか？という質問

が出るようになって、知名度が上がるという面で

は会員が増えるということはいいことだと思いま

す。 

私たちは法の下での業務をおこなっているので、

みんなが力を合わせてその法に対して物が言える

だけの力を持ち、国や自治体と意見交換をするた

めに人数が集まる必要がある団体じゃないかなと

思います。 
そのために皆さんが声を大きく上げようじゃな

いかということを言えるよう、集まってほしいと

いう問いかけがしたいと私自身は思っています。 

例えば昨今色々法改正がたくさんありましたが、

これは議員立法で上がってきましたが、建築士事

務所協会と建築士会と建築家協会の三連合で力を

合わせて実現しています。しかし、それはトップ

の日事連で決まったことで私たち地方は分からず、

今も省エネ法はどんどん改正していっている。 

こういったことに対して、地方も決まるまでに

物を言っていこう、もっと議論に参加できるので

はないのか。そのためにこんなことをやっていま

すという姿が皆さんに見えた時に、この協会の価

値が上がるのではないでしょうか。 

 

村田／士業の中で一番安い職種になってしまって

います。対価が低いのに責任は重く圧し掛かる。

責任と対価ができるだけ合うように持っていける

人の力がある協会になれば、会員増強はおのずと

図れることじゃないかなと思います。 

 

 

 

会長 豊田 隆雄 

㈱Ｋ構造研究所 
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青青年年部部会会ののあありり方方  

福山／情報・編集委員会の下部組織として青年部

会が発足して８年程になります。現在は主に、大

学、高専、専門学校の取材や、異業種交流会の開

催などを行っていますが、今後の青年部会のあり

方についてどのように考えられているかお聞かせ

ください。 

 

・専業、兼業分け隔てなく、集う場所を提供 

・同世代の交流の場 

・集まる時の大義、意義ではなく、集うこと

に意味がある 
村田／現在、専業と兼業、賛助会員の全てが集う

場所として広島会では青年部会がありますが、他

県を見ると専業兼業を分けている、専業しか入れ

ない、年齢は 40 歳までと区切っている等があると

聞いています。 

専業だけが集まっても意見が偏ってしまいます。

専業の職種では分からない問題点なども、兼業や

賛助会員の方がおられることによって解決への道

筋が見えてくることもあります。自分たちの技術

の向上にも繋がるし、意見交換会をすることによ

って、より良い若手が育っていくということで、

広島会の青年部会のあり方としては今のまま、専

業兼業などを分けずに、同世代が集まってざっく

ばらんに意見交換をして、いろんな会社の同世代

が集まって話をする場を提供していけばいいと思

います。 

集う場所を提供し、その後いろんな問題意識を

持ってもらい、ゆくゆくは会員増強にも繋がって

いくとも考えられます。問題意識を持つと、いろ

んなことに関して行政や施主に対しての発言、意

見がまとまっていくとも思います。 

ただし、集まって交流してくれと指示しても、

それは指示であって、本人たちは希望して集まっ

ているわけではないので、なかなか難しいところ

です。 

協会としてもボウ

リング大会やカープ

応援交流会があり、

これらに参加して他

社の方々と交流する

ことによって、井の

中の蛙にならずに、

会社に帰ってきた時

に自分はこうしない

といけないなど考え

も変わるきっかけに

なっていると感じま

す。 

とにかく集まって、ざっくばらんにいろんな話

をして、いろんな問題、自分が思っていることを

話せる、気心知れた話ができる場所を協会として

提供するのが、この青年部会の最初の突破口だと

思います。 

日事連の青年話創会も、最初はとにかく人が集

う場所を作るだったと聞いています。 

 

・青年部会に何を求めているのか、目的を明

確にするべき 
大旗／「あり方」について改めて問われると非常

に難しい問題だと思います。 

設計スタッフが集まって楽しく意見交換をする

ような場なのか、または若手の経営側に立つ人達

が集まって業界のことを語り合う場なのか。大き

く二つあると思いますが、青年部にどのような活

動を進めてほしいのか、そこを明確にすることが

大切だと思います。 

 

福山／現在の広島の青年部会が情報・編集委員会

の下部組織で、どちらかというと大学などに取材

に行ってもらって記事を書いて会報誌に載せるの

がメインになっています。 

今のこの状況に対して良いのか、悪いのかみた

いなことが一つです。別の集まり方もあるような

気がしています。 

 

・青年部会が何を目的に活動を行うのか 

・建築士の魅力発信をして建築士を志望する

方を増やす取り組みをしては 

・大学生や高校生、中学生などに向けて建築

士の魅力発信を行う事業 

・行政が行っている建設フェアなどへの参画 
砂原／私は建設業の団体で、同じように色々な取

り組みをさせていただいていますが、親会の方は

行政や他団体との意見交換会など、情報収集を行

い、青年部会は建設業の魅力発信など、将来の担

い手確保に向けて、実働部隊として大学等の教育

機関へのアプローチをされておりました。 

事務所協会の青年部も同様に、建築士の魅力発

信など、将来の担い手確保を目的に実働部隊とし

て活動するのもいいのではないかと思います。 

広島市の取り組みで「ひろしまキャリア教育応

援団」という中学生を対象としたキャリア教育事

業があり、建設業の団体としても参画し、青年部

が建設業の魅力発信などもしております。同様に

建築士事務所協会としても建築士の魅力を発信で

きるのではないかと感じました。 

他にも行政が毎年「ひろしま建設フェア」という

建設の仕事を体験し学べるキッズイベントを開催

していますが、そういうところにも参加し、「建
理事 村田 正道 

㈱村田相互設計 
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青青年年部部会会ののあありり方方  

福山／情報・編集委員会の下部組織として青年部

会が発足して８年程になります。現在は主に、大

学、高専、専門学校の取材や、異業種交流会の開

催などを行っていますが、今後の青年部会のあり

方についてどのように考えられているかお聞かせ

ください。 

 

・専業、兼業分け隔てなく、集う場所を提供 

・同世代の交流の場 

・集まる時の大義、意義ではなく、集うこと

に意味がある 
村田／現在、専業と兼業、賛助会員の全てが集う

場所として広島会では青年部会がありますが、他

県を見ると専業兼業を分けている、専業しか入れ

ない、年齢は 40 歳までと区切っている等があると

聞いています。 

専業だけが集まっても意見が偏ってしまいます。

専業の職種では分からない問題点なども、兼業や

賛助会員の方がおられることによって解決への道

筋が見えてくることもあります。自分たちの技術

の向上にも繋がるし、意見交換会をすることによ

って、より良い若手が育っていくということで、

広島会の青年部会のあり方としては今のまま、専

業兼業などを分けずに、同世代が集まってざっく

ばらんに意見交換をして、いろんな会社の同世代

が集まって話をする場を提供していけばいいと思

います。 

集う場所を提供し、その後いろんな問題意識を

持ってもらい、ゆくゆくは会員増強にも繋がって

いくとも考えられます。問題意識を持つと、いろ

んなことに関して行政や施主に対しての発言、意

見がまとまっていくとも思います。 

ただし、集まって交流してくれと指示しても、

それは指示であって、本人たちは希望して集まっ

ているわけではないので、なかなか難しいところ

です。 

協会としてもボウ

リング大会やカープ

応援交流会があり、

これらに参加して他

社の方々と交流する

ことによって、井の

中の蛙にならずに、

会社に帰ってきた時

に自分はこうしない

といけないなど考え

も変わるきっかけに

なっていると感じま

す。 

とにかく集まって、ざっくばらんにいろんな話

をして、いろんな問題、自分が思っていることを

話せる、気心知れた話ができる場所を協会として

提供するのが、この青年部会の最初の突破口だと

思います。 

日事連の青年話創会も、最初はとにかく人が集

う場所を作るだったと聞いています。 

 

・青年部会に何を求めているのか、目的を明

確にするべき 
大旗／「あり方」について改めて問われると非常

に難しい問題だと思います。 

設計スタッフが集まって楽しく意見交換をする

ような場なのか、または若手の経営側に立つ人達

が集まって業界のことを語り合う場なのか。大き

く二つあると思いますが、青年部にどのような活

動を進めてほしいのか、そこを明確にすることが

大切だと思います。 

 

福山／現在の広島の青年部会が情報・編集委員会

の下部組織で、どちらかというと大学などに取材

に行ってもらって記事を書いて会報誌に載せるの

がメインになっています。 

今のこの状況に対して良いのか、悪いのかみた

いなことが一つです。別の集まり方もあるような

気がしています。 

 

・青年部会が何を目的に活動を行うのか 

・建築士の魅力発信をして建築士を志望する

方を増やす取り組みをしては 

・大学生や高校生、中学生などに向けて建築

士の魅力発信を行う事業 

・行政が行っている建設フェアなどへの参画 
砂原／私は建設業の団体で、同じように色々な取

り組みをさせていただいていますが、親会の方は

行政や他団体との意見交換会など、情報収集を行

い、青年部会は建設業の魅力発信など、将来の担

い手確保に向けて、実働部隊として大学等の教育

機関へのアプローチをされておりました。 

事務所協会の青年部も同様に、建築士の魅力発

信など、将来の担い手確保を目的に実働部隊とし

て活動するのもいいのではないかと思います。 

広島市の取り組みで「ひろしまキャリア教育応

援団」という中学生を対象としたキャリア教育事

業があり、建設業の団体としても参画し、青年部

が建設業の魅力発信などもしております。同様に

建築士事務所協会としても建築士の魅力を発信で

きるのではないかと感じました。 

他にも行政が毎年「ひろしま建設フェア」という

建設の仕事を体験し学べるキッズイベントを開催

していますが、そういうところにも参加し、「建
理事 村田 正道 

㈱村田相互設計 
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築士とは」というのを発信しても面白いんじゃな

いのかなと思います。 

 

・会員に青年部会について知ってもらう 
小西／私は、青年部会は何をやっているのか全然

分からなくて。多分、私と同じように分からない

会員の方もいらっしゃると思っています。まずは

会員の方に向けて青年部会はこういう活動をして

います、ということを伝えていくのがいいと思い

ます。 

 

豊田／青年部会を交流の場にすることはいいです

が、実際に事務所協会には 1人事務所の人がたくさ

んいて、そういった人が入ってきた時に自分の業

務をしながら活動できるのかと疑問に思ってしま

います。 

できるだけ集まって欲しいし、交流もしてほし

い。けれど、青年部会という一つのコアがあって、

担当スタッフを決めて交流しようとすると、10 人

なら 10 人というコアだけの交流になって止まって

しまい、事務所協会全体の若者の交流にはなりえ

ないじゃないか、と思っています。 

若者が集まるためのコアのスタッフの集まりと

いう意味で部会を作り、そこから会員の皆さん全

体が入って交流してもらうというやり方にしない

と、本当の交流にならないかなと考えています。 

集まってくださいと言って集まった中で、その

人たちに何か企画やテーマを考えていただく。そ

れは集まった人達が次の一般の事務所の若手を集

められる企画を、講習会でも講演会でもいいです

し、建築の勉強をする会議でもいいと思います。

ぜひ来てくださいと案内するような企画チームに

なればいいという思いがあります。 

それとは別に、日事連の青年話創会というのは

全く違う意味合いで、大旗さんがおっしゃった若

手の経営側に立つ人達の集まりだから、私の中で

は分けて考えています。 

 

福山／若い人がそこだけの活動で留まるよりも、

そこで何か考えて協会の若い人全員に向けて何か

こう活動ができるようなこと、広島独自の青年部

会というのをちょっと考えていく必要があるのか

なというふうに今お聞きして感じました。 

 

会会員員同同士士のの交交流流  

・専業、兼業分け隔てなく、集う場所を提供

する 

・同世代の交流の場、ビジネスマッチング等

を行う 

・青年部会も同じ、協会を通して、会員の皆

さんが集うことに意味がある 
村田／会員同士の交流の場として、ボウリング大

会やカープ応援交流会、ゴルフコンペ等、専業兼

業分け隔てなく集う場所を既に提供してもらって

いると思います。ただ、福岡会や熊本会の話を聞

いて広島会と違うなと感じたのは、青年部会が盛

んに活動されていて、福岡会の場合は 1 人～2 人事

務所の人たちが集まって、そこで「熊本のアート

ポリスを見に行こう！」となった時に、旅費の援

助を協会からしてもらうかという交渉の役目が青

年部会になってきているようです。 

また、皆さんがざっくばらんに集まる場所があって、

そこからビジネスマッチングが生まれるということで

会員交流ができたら、何か目的があって集まるのでは

なく、人を集めてそこで人を知ってもらう。人を知っ

てもらい、その後は人と人の人間性でいろんな仕事に

繋がる場合もあるかもしれません。とにかくそういっ

た場を協会としてどんどん提供していくことが必要だ

と思います。 

 

・もっと活動をオープンにしていけば自然と

交流が生れてくるのではないか 
大旗／大きな問題ではないと思っていますが、事

務所協会がどういう活動をしているのか、よく伝

わってこない問題があると思います。会報誌を見

るといろいろ情報発信はされていますが、会員の

皆さんが具体的に何をしているのかがなかなか伝

わってきません。もう少し明らかになってくると、

自然と交流も生まれてくるんじゃないのかなと。 

例えばさっき話があった行政との意見交換会も、

私が担当理事になって初めて活動内容を知りまし

た。非常に大切な話をされているのに、なかなか

その場で話し合った情報が共有されていないのは、

もったいないなという気がします。もう少し広く

情報共有ができる場を作ることができれば、そこ

に自然とひとが集まって交流が生まれてくると思

います。 

 

砂原／ゴルフやボウ

リングなど会員交流

のご案内をいただき

ま す が 、 兼 業 の た

め、どこかで遠慮し

て し ま っ て い ま し

た。今後は機会があ

れば参加していこう

と思います。 

会員同士の交流とい

うことですが、やは

り同じ目的でずっと 理事 大旗 祥 

大旗連合建築設計㈱ 
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活動していたら自然と仲が良くなりますよね。私

も同業種の集まりがありますが、仕事の面ではラ

イバルですけど、建設業界全体の発展に向けて活

動していく中で、皆さん仲が良くなっていると感

じています。皆さんが同じ方向で活動ができるよ

うな取り組みをされたらより良くなるのではない

でしょうか。 

 

・ワークショップを行い、参加者の交流を深

めつつ、スキルアップする 

・会員全員が参加できるイベントを行う 
小西／会員同士の交流と聞いた時に、会社同士の

交流なのか、個人の交流なのか、または経営して

る人たちだけの交流なのかというのがちょっと分

からなくて。それと、その人たち同士の単純な懇

親なのか、会社の社員あるいは自分のスキルアッ

プなのか、ビジネスマッチングのような仕事に繋

げる交流なのかで、色々考えが変わってくると思

うんです。事務所協会としては、スキルアップと

か仕事に繋がる交流がメインになると思っていま

す。CPD をもらえるような講習会だとスタッフも行

きやすいし、その後に参加者の交流を深めるよう

な時間とかをセッティングして、スキルアップと

一緒に勉強した人達と交流を深めて意識共有みた

いなのにできればいいとも思いました。 

後は全員が参加できるイベントを行う。砂原理事も

おっしゃっていましたが、みんなでやれば仲良くなる

ということで、イベントを企画する側も交流になるし、

来てもらう人たちの交流にもなるしということで、二

重の交流になるので、全員が参加できるようなイベン

トというのもいいと思いました。 

 

福山／会員同士の交流について、せっかくこの協

会に会費を払って入っていただいているので、退

会者を出さないようにしなきゃいけないと思うと

ころがあって、どうせなら仲間を作ってもらいた

いという思いもあります。 

 

豊田／交流というこ

とで、今までいろん

なイベントを開催し

ていますが、集まる

事務所や人がいつも

大体決まってしまっ

ています。 

賛助会員部会が正

会員と賛助会員の交

流をということで、

年に 1 回交流会をし

てきましたが、実際

には設計事務所は逃

げ腰で、出席する人

は一部の人だけになっているというのが現実です。

望んでいるのか、望んでいないのかというのもあり

ますが、前のテーマの青年部会と同じように、人を

集めるための仕掛けがいるのだろうと思います。 

交流会を頻繁に開催すればいいのかもしれませ

んが、理事や委員会活動をされていない会員の人

は、なかなか参加しにくいのではないのかと思っ

ています。声を掛けないとなかなか参加していた

だけないので、賛助会員部会はメーカー営業の人

が正会員事務所を回っていると思うので、そうい

った方たちに力を貸してもらって集まってもらう

ようなやり方等を考えていかないといけないのか

もしれません。 

 

村田／会員交流のことで豊田会長に伺いたいので

すが、例えばロータリークラブやライオンズでは

食文化会や釣り同好会があったり、旅行に行った

りしています。会員の中で行きたい人は行きませ

んか、という形で参加者を募り、旅行の場合は会

費を積み立てていたりしていると聞きました。 

例えば 1 人～2 人事務所も含め、企業に勤めてい

る人の中には走ることが好きな人がいると思いま

す。そういった方たちに平和マラソン等に出ても

らい、ゼッケンの下に「広島県建築士事務所協会」

と書いたものを着て出てくれとお願いすれば走る

広告塔にもなります。 

共通の趣味で集まってもらい、そこで人を知っ

てもらうというのも私はあると思っていまして、

協会として同好会的なものを作ることが可能なの

でしょうか。 

 

豊田／私はいいと思っています。以前から言って

いるのは、理事会があって、その下に委員会があ

る。そこまではどうしても人数制限があるけれど、

その下にたくさん部会があって、何かしらに入っ

てもらって活動をする。昔はソフトボール部もあ

って、私が入ったころはみんなソフトボールをや

っていました。そういった発想を、例えば青年部

会で提案をしてもらうのもありでしょう。 

 

福山／会員同士の交流について、色々スキルアッ

プや仕事に繋げるということもあるし、遊びの面

についてもしっかりあった方が楽しく集まれるの

かな、という感じがします。 

 

社社会会貢貢献献、、建建築築士士のの地地位位向向上上  

・士業としての地位向上、業務報酬の適正化 

・情報発信アナウンスをもっと行う 

村田／建築士の地位向上ということでは、弁護

士・医師というのは明確な業務報酬が決まってい

理事 砂原 傑 

㈱砂原組一級建築士事務所 

AAA広島 2023.314



5 
 

活動していたら自然と仲が良くなりますよね。私

も同業種の集まりがありますが、仕事の面ではラ

イバルですけど、建設業界全体の発展に向けて活

動していく中で、皆さん仲が良くなっていると感

じています。皆さんが同じ方向で活動ができるよ

うな取り組みをされたらより良くなるのではない

でしょうか。 

 

・ワークショップを行い、参加者の交流を深

めつつ、スキルアップする 

・会員全員が参加できるイベントを行う 
小西／会員同士の交流と聞いた時に、会社同士の

交流なのか、個人の交流なのか、または経営して

る人たちだけの交流なのかというのがちょっと分

からなくて。それと、その人たち同士の単純な懇

親なのか、会社の社員あるいは自分のスキルアッ

プなのか、ビジネスマッチングのような仕事に繋

げる交流なのかで、色々考えが変わってくると思

うんです。事務所協会としては、スキルアップと

か仕事に繋がる交流がメインになると思っていま

す。CPD をもらえるような講習会だとスタッフも行

きやすいし、その後に参加者の交流を深めるよう

な時間とかをセッティングして、スキルアップと

一緒に勉強した人達と交流を深めて意識共有みた

いなのにできればいいとも思いました。 

後は全員が参加できるイベントを行う。砂原理事も

おっしゃっていましたが、みんなでやれば仲良くなる

ということで、イベントを企画する側も交流になるし、

来てもらう人たちの交流にもなるしということで、二

重の交流になるので、全員が参加できるようなイベン

トというのもいいと思いました。 

 

福山／会員同士の交流について、せっかくこの協

会に会費を払って入っていただいているので、退

会者を出さないようにしなきゃいけないと思うと

ころがあって、どうせなら仲間を作ってもらいた

いという思いもあります。 

 

豊田／交流というこ

とで、今までいろん

なイベントを開催し

ていますが、集まる

事務所や人がいつも

大体決まってしまっ

ています。 

賛助会員部会が正

会員と賛助会員の交

流をということで、

年に 1 回交流会をし

てきましたが、実際

には設計事務所は逃

げ腰で、出席する人

は一部の人だけになっているというのが現実です。

望んでいるのか、望んでいないのかというのもあり

ますが、前のテーマの青年部会と同じように、人を

集めるための仕掛けがいるのだろうと思います。 

交流会を頻繁に開催すればいいのかもしれませ

んが、理事や委員会活動をされていない会員の人

は、なかなか参加しにくいのではないのかと思っ

ています。声を掛けないとなかなか参加していた

だけないので、賛助会員部会はメーカー営業の人

が正会員事務所を回っていると思うので、そうい

った方たちに力を貸してもらって集まってもらう

ようなやり方等を考えていかないといけないのか

もしれません。 

 

村田／会員交流のことで豊田会長に伺いたいので

すが、例えばロータリークラブやライオンズでは

食文化会や釣り同好会があったり、旅行に行った

りしています。会員の中で行きたい人は行きませ

んか、という形で参加者を募り、旅行の場合は会

費を積み立てていたりしていると聞きました。 

例えば 1 人～2 人事務所も含め、企業に勤めてい

る人の中には走ることが好きな人がいると思いま

す。そういった方たちに平和マラソン等に出ても

らい、ゼッケンの下に「広島県建築士事務所協会」

と書いたものを着て出てくれとお願いすれば走る

広告塔にもなります。 

共通の趣味で集まってもらい、そこで人を知っ

てもらうというのも私はあると思っていまして、

協会として同好会的なものを作ることが可能なの

でしょうか。 

 

豊田／私はいいと思っています。以前から言って

いるのは、理事会があって、その下に委員会があ

る。そこまではどうしても人数制限があるけれど、

その下にたくさん部会があって、何かしらに入っ

てもらって活動をする。昔はソフトボール部もあ

って、私が入ったころはみんなソフトボールをや

っていました。そういった発想を、例えば青年部

会で提案をしてもらうのもありでしょう。 

 

福山／会員同士の交流について、色々スキルアッ

プや仕事に繋げるということもあるし、遊びの面

についてもしっかりあった方が楽しく集まれるの

かな、という感じがします。 

 

社社会会貢貢献献、、建建築築士士のの地地位位向向上上  

・士業としての地位向上、業務報酬の適正化 

・情報発信アナウンスをもっと行う 

村田／建築士の地位向上ということでは、弁護

士・医師というのは明確な業務報酬が決まってい

理事 砂原 傑 

㈱砂原組一級建築士事務所 
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ます。しかし、建築士事務所で業務を受けようと

した時に、予算に対して設計料等をどれだけ切っ

ていくかということになってしまっています。 

高い所から下げていかないと仕事が取れない。

仕事が取れないということは、会社が回らない。

回らないということは廃業に繋がっていってしま

うので、例えば平和公園での清掃活動等の社会貢

献をするのも大事ですが、建築士の重要性、地位

の向上、そして業務報酬の適正化という、自分達

に建築士として責任がこれだけあるのだから、そ

れに見合った費用を貰わないと合いません、こう

いう基準で決まっていますと明確に言えるような

情報発信をすることが一番重要なのではないかと

考えています。 

 

・地位向上を目指すのであれば、地域のため

に活動するべき 
大旗／地位向上、社会貢献をしようと思ったら、地

域のためにという大きな目的のもと活動していかない

とならないと思うのですが、今の事務所協会にはそう

いう方向性があまりないように感じています。そうい

ったことに力を入れていくようになれば地位向上に対

して活動していくこともできるでしょうし、社会貢献

にも繋がっていくと思います。 

 

砂原／建設業では地域の安心安全のため何ができ

るか、日頃からいろんな地域貢献を考えて皆さん

されています。その中で官庁の工事では、地域貢

献や創意工夫の項目を行うと加点がいただけるこ

ともあります。 

他にも所属している団体では、建設現場の仮設

看板へ学生に絵を描いてもらうという描画事業を

やっています。建設にちなんだものを描いてもら

い、それを最終的にはバスにラッピングして走ら

せるそうです。 

学生にも興味を持ってもらい、魅力発信も含め

て学生がいろんな絵を描く場を提供しています。 

 

・建築士の仕事を出前授業などで子供たちへ

伝える 

・社会問題を取り上げて、専門家の立場から

解説する 
小西／地位向上になるのかどうかわからないんですけ

ど、子供達に建築士ってどんな仕事か知ってもらう。

何か分からないものだったら評価もしようがないので、

建築士というのを広く知ってもらって、建築士になり

たいという人が増えていくというのも地位向上になる

と思います。社会インフラを維持していくためにも、

設計という仕事は必要になってくるので、建築士

の数を確保するということでも社会貢献に繋がる

と思います。 

後は社会問題を取り

上げて、最近だとマ

ンションとかの維持

修繕だとか、少し前

は耐震の問題とかい

ろいろありました。

それは行政とも絡ん

できますが、専門家

の立場でいろいろ分

析し、建築について

街の人たちに解説す

ることで信頼を得て

いく。 

建築士のできるこ

とって知識を提供することしかないと思うので、

その専門知識を使って分かりやすく解説していく

というのは社会貢献になると思いました。 

 

豊田／建築士の地位が低いというよりも、報酬が

低いのが問題だと思います。 

事務所協会というのは、任意加入の集まりなの

で入っていない人も当然いる。みんながバラバラ

にやっているから、安ければいいだろうとみんな

で足の引っ張り合いをしてしまって、今の報酬に

なってしまっている。地位については、全然知ら

ない人でも先生と言ってくれる人はたくさんいる

ので、地位とはどういったものなのかと言う部分

もあると思います。 

社会貢献については、何をもって社会貢献なの

か。街の清掃とか具体的なものはあるけれど、建

築士事務所協会として何ができるのかと考えた時

に、我々は物を作っているのでもなく、物を動か

しているわけでもなく、ただ物の発想をしている

グループになります。 

例えば、まちづくりに対する提言であったり、行

政に対して物を申す。我々からもまちづくり条例は

こうやって出しませんか等、いろいろな提言をして

いく。まちづくりでも空間をこういった形にしたら

面白いのではないでしょうか、という提案をこの協

会からどんどんしていくことがまちづくりとしての

社会貢献になるのではないでしょうか。 

また、今大きく問題になっている空き家対策で

も、みんなで集まって協議して、市町にこんな案

がありますが、どうでしょうか、と発信していく

のもありだと考えます。 

協会としてみんなで知恵を出すというのも一つ

の協会のあり方かと思います。勉強会グループを

作って提案をする。勝手なお世話かもしれません

が、そういう勝手なお世話の提案をしていくこと

で、街がよくなっていけば、結果として社会貢献

になるのではないでしょうか。その結果、事務所

協会はこんなこと考えているのかというのが、世

理事 小西 琢真 

㈱小西建築設計事務所 
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間に回り回ってくれれば、協会の魅力が上がって

いくのかなという思いはあります。 

 

協協会会発発展展のの取取りり組組みみ  

・会員の増強無くして、協会の発展はない 

・建築士事務所の意義等を個々の会社独自で

行うのではなく、協会は、協会独自の発信

の仕方があると思う 
村田／協会発展の取り組みということでは、最初

のテーマの会員増強です。会員が増えないと協会

は発展しませんし、協会の魅力を発信して、より

多くの事務所に入ってもらうこと。会員増強なく

して協会の発展なしと思っています。 

とにかく魅力ある協会にしていかなければなり

ません。協会活動の全てをさらけ出すわけではあ

りませんが、発信をしていかないと発展は難しい

と思います。 

協会を知ってもらうための発信ツールはいろい

ろな方法があるのでどれが正解というのは無いで

すが、協会独自の発信の仕方があると思います。 

 

・採用活動や社員教育、技術的な支援、見学

会、講習会など、各社ではマンパワーが足

りない分野への支援があるとよい 
大旗／事務所それぞれが 1社で扱うことが難しいこ

とが山ほどある。そういった部分に力を支えてく

れる方が事務所協会としてはいいのかなと思いま

す。例えばリクルートのことや、社員の教育や技

術的な支援だとか。 

リクルートでいうと、合同企業説明会に事務所

協会としてブースを出してもらって、そこに各事

務所の案内を置いておいて、興味があったら事務

所から連絡させますのでと名前と連絡先を聞いて

もらえるだけでもすごく助かる。 

その他にも、若手

スタッフに実務の基

礎を教える勉強会や、

中堅スタッフにチー

ムのマネジメントを

教える講習会を実施

したり、起業したて

の事務所に会社運営

について語り合う機

会をつくったり。事

務所協会だからこそ

できることはたくさ

んあると思います。

各々で頑張っている

設計事務所を後ろから支えてくれるような、地道な活

動を続けていくことが大切なのだと思います。 

 

・建築士の魅力発信、若手建築士を育てる取

り組み 
砂原／1 人でやられてる方や、年を重ねて閉めてし

まう事務所も多いのかなと感じました。若手を育て

るような取り組みとか魅力発信などをやっていって

もいいんじゃないのかなというのは感じました。 

 

・設計事務所が結束するための中心的役割を

担うとともに一般消費者の声に応えること

で存在感を高める 
小西／協会となると設計事務所が結束するための

場所というのが第一義と思っています。次に消費

者の方が、これはどういうことなのかとか、いろ

いろ疑問に思っていること、設計者に聞きたいこ

とに答えていけば知名度も上がってくると思いま

すし、そういうことが協会の発展に一番繋がって

いくのかなと。 

建築士同士の懇親や建築士の地位向上というの

は建築士会でも話題になっていますが、行政に対

する提言や採用活動は、やはり事務所協会ならで

はのことと思います。 

 

福山／建築の団体を見た時に、建築士会、建築家

協会、建築士事務所協会といろんな団体があって、

それぞれがどんなことをしているのか一般の人か

ら見ると何が違うのかよく分からなくて。そんな

中で事務所協会ならではのできること、取り組み

というのを考えていく必要があるのかなと思うの

ですが。 

 

豊田／発展というのは結果であって、いい意味で

社会貢献などの活動を踏まえた結果、最終的に発

展という形で現れることです。発展ありきで目指

そうと言っていたら事務所協会としてはよくない

方向に行きやすいです。一番大きなのは今言った

社会貢献的なところというのは大事にしなければ

いけないことだと思います。 

 

福山／本日はいろいろと貴重なご意見ありがとう

ございました。 

情報・編集委員長 福山 雅也

アクア建築設計㈱ 
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大旗／事務所それぞれが 1社で扱うことが難しいこ
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れる方が事務所協会としてはいいのかなと思いま

す。例えばリクルートのことや、社員の教育や技

術的な支援だとか。 

リクルートでいうと、合同企業説明会に事務所

協会としてブースを出してもらって、そこに各事

務所の案内を置いておいて、興味があったら事務

所から連絡させますのでと名前と連絡先を聞いて
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その他にも、若手

スタッフに実務の基

礎を教える勉強会や、

中堅スタッフにチー

ムのマネジメントを

教える講習会を実施

したり、起業したて

の事務所に会社運営

について語り合う機

会をつくったり。事

務所協会だからこそ

できることはたくさ

んあると思います。

各々で頑張っている

設計事務所を後ろから支えてくれるような、地道な活
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担うとともに一般消費者の声に応えること

で存在感を高める 
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場所というのが第一義と思っています。次に消費
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すし、そういうことが協会の発展に一番繋がって
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建築士同士の懇親や建築士の地位向上というの

は建築士会でも話題になっていますが、行政に対

する提言や採用活動は、やはり事務所協会ならで

はのことと思います。 

 

福山／建築の団体を見た時に、建築士会、建築家

協会、建築士事務所協会といろんな団体があって、

それぞれがどんなことをしているのか一般の人か

ら見ると何が違うのかよく分からなくて。そんな

中で事務所協会ならではのできること、取り組み

というのを考えていく必要があるのかなと思うの

ですが。 

 

豊田／発展というのは結果であって、いい意味で

社会貢献などの活動を踏まえた結果、最終的に発

展という形で現れることです。発展ありきで目指

そうと言っていたら事務所協会としてはよくない

方向に行きやすいです。一番大きなのは今言った

社会貢献的なところというのは大事にしなければ

いけないことだと思います。 

 

福山／本日はいろいろと貴重なご意見ありがとう

ございました。 

情報・編集委員長 福山 雅也

アクア建築設計㈱ 

昭和56年 5月 31日以前建築の木造一戸建てにお住まいの方へ

期限
がある

ので

お早
めに！をご活用ください！

リフォームに併せた耐震改修 建て替え

建て替え引っ越し 解体・撤去 etc...

補助金最大

耐震改修補助金
様々な用途で利用できる、

広島県では、地震による住宅の倒壊等の被害を防止するため、耐震改修に係る費用の
一部を補助する制度を各市町とともに創設しています。耐震化に関する工事であれば、
リフォームに併せた耐震改修、建て替えなどにも利用できますので、ぜひご活用ください。

ご不明な点はお問い合わせ、またはホームページをご覧ください。

補 助 ・ 対 象 に つ い て
● 申請者が所有又は居住しているものであること。
● 昭和��年�月��日以前に着工された一戸建て木造住宅であること。
● 地階を除く階数が２以下であること。
● 構造は在来軸組構法又は伝統的構法であること。
● 現に居住の用に供するもので、販売を目的とするものではないこと。
● 耐震診断をした結果、耐震基準を満たしていないもの。

➀耐震診断
工務店・設計事務所などに
診断を依頼・実施します。
※補助制度のある市町があります。

➁補助申し込み
お住まいのある担当窓口へ
申し込みます。審査通過後に
決定通知書を交付します。

➂工事契約・着手
施工者と契約、工事着手後、
担当窓口に必要書類を提出
します。

➃報告・お支払い
工事完了後、必要書類を提出
いただき、審査完了後、請求
により補助金が支払われます。

補
助
の
流
れ

広島県  耐震化総合窓口広島県土木建築局 建築課 建築安全担当
082-513-4133 dokenchiku@pref .h irosh ima. lg . jp082-223-2397

補助金最大

※施工内容により補助金額は異なります、詳しくはお住まいの市町窓口やホームページでご確認ください。

● リフォームに合わせて耐震改修をしたい。　● 老朽化した住宅を建替えたい。
● 郊外の住宅を解体して、便利の良い場所に転居したい。
● 誰も住まなくなりそうなので、解体したい。　
● 中古住宅を購入し、耐震改修をして住みたい。 etc...

活 用 例
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人人、、街街、、そそししてて笑笑顔顔をを共共にに創創るる

広島支店

〒731-4311 広島県安芸郡坂町北新地４丁目2番30号

TEL．082-885-3411 FAX．082-885-3400

本 社 ／ 広島県尾道市東尾道4番地1

支 店 ／ 尾道・広島・福山・岡山

営業所 ／ 松山・備北・山口・山陰・鳥取・東京・福岡

Web ／ https://amano-web.co.jp/

建設資材の総合販売及施工

〇杭 地 業：既製杭・鋼管回転埋設杭・地盤改良・地質調査

場所打杭・各種認定工法・杭引抜工事・土留工事

〇外 装 工 事：ＡＬＣ(旭化成建材)・押出成形セメント板(ノザワ)

ラムダ(神島化学工業)

窯業系サイディング(KMEW・ニチハ)・屋根工事

〇住 設 工 事：ユニットバス・キッチン・洗面化粧台(タカラ・TOTO・LIXIL他)

介護用ユニットバス(積水ホームテクノ・大和重工)

〇その他工事：日鉄物産システム建築・大断面集成材構造

人工木材(ウッドデッキ・ルーバー)・プール・エレベーター

〇外 構 工 事：膜屋根・アルミハニカムパネル・雨水貯溜槽・駐車場緑化

ＣＯ２対策型コンクリート製品・ストリートプリント

フェンス・門扉(引戸)・シェルター(通路上屋・駐輪場)
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＜月　間　行　事＞
� 令和５年１月１日～令和５年２月28日

⃝１月４日　広島商工会議所・新年互礼会　於：リーガロイヤルホテル広島� 衣笠名誉会長理事出席

⃝１月11日　広島県建築相談　　　　　　　於：広島県消費生活課� 苗村住宅委員出席

⃝１月13日　令和５年新年互礼会
　　　　　　　　於：リーガロイヤルホテル広島� 来賓29名・正会員67名・賛助会員75名出席

⃝１月16日　建築物耐震診断等評価委員会（書面開催）

⃝１月17日　総務渉外委員会
　　　　　　情報・編集委員会

⃝１月18日　DAIKENパブリックフェア　バスツアー（大建工業㈱中国支店）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：岡山コンベンションセンター� 10名出席

⃝１月19日　広島商工会議所・建設業の諸課題に関する国土交通省との意見交換会の事前勉強会
　　　　　　　　於：広島商工会議所� 衣笠名誉会長理事・小笠原業務委員長・西隈業務副委員長出席
　　　　　　マンション計画修繕部会
　　　　　　（一社）日本電設工業協会中国支部・（一社）広島県電業協会新年名刺交換会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：リーガロイヤルホテル広島� 河合副会長出席

⃝１月20日　技術委員会

⃝１月23日　都市環境委員会

⃝１月24日　教育委員会
　　　　　　会員交流委員会

⃝１月25日　（一社）広島県設備設計事務所協会新年互礼会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：ＡＮＡクラウンプラザホテル広島� 福山副会長出席

⃝１月26日　広島市住宅相談　　　　　　　於：広島市役所� 立石指導委員長出席
　　　　　　特定建築物定期調査業務スキルアップ講習
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：建築サロン� ４名出席

⃝１月27日　賛助会員部会

⃝１月28日　建築物耐震診断等評価委員会

⃝１月30日　住宅委員会

⃝１月31日　業務委員会

⃝２月１日　広島県建築相談　　　　　　　於：広島県消費生活課� 苗村住宅委員出席

⃝２月２日　青年部会

⃝２月３日　中国地方建設キャリアアップシステム処遇改善推進協議会（WEB）� 河原専務理事出席
　　　　　　簡易な省エネ適合を学ぶ講習会・相談会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：広島県情報プラザ� 長谷川職員出席
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⃝２月７日　開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理研修会（WEB）� 39名出席

⃝２月８日　特定建築物定期調査業務スキルアップ講習（受講区分Ｃ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：建築サロン� ４名出席

⃝２月９日　総務渉外委員会（書面開催）
　　　　　　日事連会誌編集専門委員会（WEB）� 福山副会長出席

⃝２月10日　広島商工会議所・常任委員会　於：広島商工会議所� 衣笠名誉会長理事出席
　　　　　　正副委員長会議　　　　　　　於：ホテルメルパルク広島

⃝２月14日　管理建築士講習　　　　　　　於：建築サロン� ８名出席

⃝２月15日　建築士事務所全国大会鳥取・島根大会運営特別委員会（WEB）� 村田理事出席
　　　　　　情報・編集委員会

⃝２月16日　第11回ひろしま建築文化賞第1回審査委員会

⃝２月17日　三役会・理事会　　　　　　　於：広島商工会議所

⃝２月20日　既存住宅状況調査技術者更新講習
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：建築サロン� １名出席

⃝２月22日　広島市住宅相談　　　　　　　於：広島市役所� 立石指導委員長出席
　　　　　　開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理研修会（WEB）� 11名出席
　　　　　　日事連総務・財務委員会（WEB）� 福山副会長出席

⃝２月28日　令和５年第１回日事連中四国ブロック協議会会長会議
　　　　　　　　於：ラヴィール岡山� 豊田会長・福山副会長・河原専務理事・大木事務局長出席

＜今後の行事予定＞

⃝３月１日　開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：広島商工会議所

⃝３月３日　第11回ひろしま建築文化賞現地審査
　　　13日

⃝３月15日　実務者のための設計・監理契約講習会（会場・WEB併用開催）

⃝３月23日　第11回ひろしま建築文化賞第２回審査委員会

⃝３月24日　三役会・理事会

⃝４月27日　三役会・理事会

⃝５月26日　広島県建築士事務所政経研究会令和５年度通常総会
　　　　　　（一社）広島県建築士事務所協会令和５年度定時総会・懇親会
　　　　　　（一社）広島県建築士事務所協会賛助会員部会事業報告会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：リーガロイヤルホテル広島
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令和５年新年互礼会 開催報告 

協会事務局 

 

  新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い開催を中止していました新年互礼会が、令和 5 年

1月 13日（金）リーガロイヤルホテル広島に於いて 3年ぶりに開催されました。 

ご来賓には、岸田文雄内閣総理大臣令夫人岸田裕子様、湯﨑英彦広島県知事、松井一實広島市長、

小林秀矩広島県議会議長代理、山木茂広島県議会議員並びに国・県・市の建築行政機関、建築関係

団体、業界マスコミ関係者等多数の方々、総勢 170名の参加者のもとに盛大に開かれました。 

豊田会長は年頭の挨拶で、「社会全体が働き方改革や DX の推進など将来に向けて大きな変革期

を迎えている中で、建築設計業界を取り巻く環境は、引き続き厳しいものである。経済動向の先行

きの不透明感をはじめ、若者の業界離れの顕在化や後継者不足、さらには設計業務の多様化複雑化

など、個々の建築士事務所では対応が困難な大きな課題に直面している。事務所協会として、建築

士事務所の健全かつ持続可能な運営を、様々な面から後押しできるよう積極的に事業活動し、これ

まで以上に皆様の声に耳を傾け、建築士事務所にとって頼りになる協会づくりを目指していく。」

と述べました。引き続き、岸田裕子令夫人、湯﨑英彦広島県知事、松井一實広島市長、小林秀矩広

島県議会議長代理、山木茂広島県議会議員から当協会への期待を込めた丁重なご祝辞をいただき

ました。 

井本健一広島県建築士会会長による乾杯のご発声で祝宴に入り、令和 4 年に新たに入会された

新会員のご紹介など、皆様の和やかな雰囲気のもと、県内の建築設計関係者が活気あふれる年にな

るよう、新年の決意を新たにお互いの飛躍、発展を誓い合いました。 

小林秀矩広島県議会議員による中締めのあいさつ、そして当協会 倉田洋二副会長の閉会挨拶に

より、盛会裡に終えることができました。御参加いただいた皆様に感謝を申し上げますと共に、運

営にあたりご協力いただいた皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    
新年の挨拶を行う豊田会長 倉田副会長による閉会の挨拶
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新年の挨拶を行う豊田会長 倉田副会長による閉会の挨拶

祝祝辞辞ををいいたただだいいたた御御来来賓賓のの皆皆様様  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

岸田裕子令夫人 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯﨑英彦広島県知事 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

松井一實広島市長 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

小林秀矩広島県議会議長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山木茂広島県議会議員 
  

井本健一建築士会会長による乾杯のご発声 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

令和 4年新入会員の皆様 
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技術委員会、賛助会員報告 

大建工業パブリックフェア見学報告 

                              賛助会員 

                              株式会社中建日報社 和木一徳 

 

１月 18 日、岡山市北区の岡山コンベンションセンターで行われた「ＤＡＩＫＥＮパブリ

ックフェアｉｎ岡山」へバスツアーを企画し、広島と福山から正会員 10 名が参加しまし

た。本ツアーでは移動中の車内と現地で新製品・新工法などの見学やＣＰＤ対象の

「非住宅の内装木質化の効果と実証実験」「音の基礎知識の再確認とＣＬＴの音の問

題点」など４セミナーを受講しました。 

会員らのほか約 30 人が受講したセミナー「快適な室内温熱環境と暖冷房システム」

では、大建工業の担当者が宇部市新庁舎 1 期棟などにも採用されている『ユカリラ』

を紹介。受講後、床から足裏に伝わる温冷感と部屋全体が均一な温度であることな

どを体感しました。体験中には、床材をめくり床下のつくりや空気の流れの説明を受

けたり、「新築だけでなくマンションの大規模修繕などにも取り入れられるのか」と質問

などもあり、今後の設計提案に取り入れようと熱心に勉強されていました。 

 また、移動中の車内であらかじめ視聴していた新耐震天井工法「ダイケンハイブリッ

ド天井」の実物を会場にて見学しました。その後も他の展示や協賛企業の新製品など

を興味深く見て回り知識の習得に努めていました。 

 参加者は「セミナーや見学会はコロナでオンラインが増えたが、今回、会員が集まり

実物を見学できたのはよかったと思う。画面越しではなく確認してみることで知識もよ

り深まる」との感想がありました。 

 大建工業様、この度はどうもありがとうございました。 

 

 

 
 
 
                        
 

 参加者の皆様                     会場のコンベンションセンター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもいやりアシストドア         ＤＡＩＫＥＮ畳健やかくん          暖冷房システム   

                                                ユカリラ 
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す

る
こ

と
を

条
件

と
す

る
。

（
３

）
特

定
共

同
企

業
体

（
Ｊ

Ｖ
）

の
場

合
は

、
そ

の
代

表
者

が
単

位
会

会
員

ま
た

は
応

募
時

点
で

単
位

会

会
員

で
な

い
者

は
、

３
．

（
２

）
の

条
件

と
す

る
。

４
．

応
募

の
手

続
き

（
１

）
応

募
作

品
数

１
建

築
士

事
務

所
に

つ
き

一
般

建
築

部
門

、
小

規
模

建
築

部
門

い
ず

れ
か

１
点

と
す

る
。

（
２

）
提

出
書

類
等

①
応

募
申

込
書

（
別

記
様

式
１

）

②
建

築
作

品
説

明
書

（
別

記
様

式
２

）

建
築

作
品

説
明

書
に

は
、

字
以

内
に

設
計

意
図

及
び

審
査

基
準

の
項

目
に

つ
い

て
配

慮
し

た

内
容

等
を

記
載

す
る

。
配

置
図

と
主

要
階

平
面

図
等

を
Ａ

４
サ

イ
ズ

白
黒

５
枚

以
内

で
添

付
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

新
築

以
外

の
作

品
を

応
募

す
る

場
合

は
、

改
修

前
後

が
比

較
で

き
る

図
面

及
び

写
真

を
含

め
Ａ

４
サ

イ
ズ

白
黒

１
０

枚
以

内
で

添
付

し
、

建
築

作
品

説
明

書
に

は
構

造
上

配
慮

し
た

点
に

つ
い

て
も

記
述

す
る

こ
と

。

③
パ

ネ
ル

１
枚

（
Ａ

１
縦

長
サ

イ
ズ

、
縦

㎜
×

横
㎜

）
及

び
そ

の
カ

ラ
ー

縮
小

版
コ

ピ
ー

用
紙

１
枚

（
Ａ

３
サ

イ
ズ

）

１
）

パ
ネ

ル
に

建
築

作
品

名
称

、
設

計
意

図
、

配
置

図
、

主
要

階
平

面
図

（
縮

尺
は

適
宜

）
及

び
写

真
（

枚
数

は
適

宜
）

を
納

め
る

。
設

計
意

図
等

に
つ

い
て

は
、

建
築

作
品

説
明

書
の

概
要

を
４

０
０

字
以

内
に

ま
と

め
る

。

２
）

パ
ネ

ル
、

建
築

作
品

説
明

書
及

び
図

面
等

に
応

募
者

（
建

築
士

事
務

所
名

）
を

表
示

し
て

は
な

ら
な

い
。

④
検

査
済

証
の

写
し

検
査

済
証

の
交

付
さ

れ
た

建
物

を
基

本
と

す
る

が
、

用
途

変
更

や
増

築
・

改
築

等
で

確
認

申
請

を
要

し
な

い
作

品
に

お
い

て
は

、
検

査
済

証
が

無
い

理
由

を
明

記
の

上
、

竣
工

日
及

び
延

面
積

が
わ

か
る

書
類

を
別

途
添

付
す

る
こ

と
。

⑤
最

寄
り

駅
か

ら
建

設
地

ま
で

の
案

内
図

（
書

式
任

意
）

（
３

）
提

出
書

類
等

の
扱

い

提
出

さ
れ

た
資

料
及

び
写

真
に

つ
い

て
は

、
受

賞
作

品
の

公
表

の
際

に
一

切
の

使
用

制
限

を
受

け
な

い
こ

と
を

応
募

の
条

件
と

す
る

。

（
４

）
応

募
費

用

応
募

に
要

す
る

費
用

は
、

応
募

者
の

負
担

と
す

る
。

な
お

、
提

出
さ

れ
た

書
類

等
の

う
ち

パ
ネ

ル
に

つ
い

て
は

表
彰

後
に

返
還

す
る

。
（

返
還

費
用

に
つ

い
て

は
本

連
合

会
が

負
担

す
る

）

（
５

）
応

募
期

限
及

び
提

出
先

応
募

し
よ

う
と

す
る

者
は

、
令

和
５

年
４

月
２

４
日

（
月

）
ま

で
に

建
築

士
事

務
所

が
所

在
す

る
都

道
府

県
の

単
位

会
事

務
局

に
応

募
手

続
き

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

５
．

選
考

の
方

法
及

び
第

２
次

審
査

候
補

作
品

応
募

数

（
１

）
第

１
次

審
査

（
単

位
会

に
応

募
さ

れ
た

建
築

作
品

の
審

査
）

単
位

会
は

応
募

さ
れ

た
建

築
作

品
が

日
事

連
建

築
賞

の
募

集
対

象
建

築
作

品
で

あ
る

こ
と

及
び

応
募

資
格

、
応

募
に

係
る

提
出

書
類

等
を

確
認

し
、

日
事

連
建

築
賞

の
審

査
基

準
を

考
慮

の
う

え
、

厳
正

な
審

査
を

行
い

、
募

集
要

項
を

す
べ

て
満

足
す

る
第

２
次

審
査

候
補

作
品

を
選

考
す

る
。

（
２

）
第

２
次

審
査

候
補

作
品

応
募

数

単
位

会
が

選
考

す
る

第
２

次
審

査
候

補
作

品
の

数
は

、
当

該
単

位
会

の
会

員
数

が
５

０
０

事
務

所
以

内
は

一
般

建
築

部
門

及
び

小
規

模
建

築
部

門
そ

れ
ぞ

れ
１

点
ず

つ
と

し
、

会
員

数
が

５
０

０
事

務
所

を
超

え
る

単
位

会
に

あ
っ

て
は

、
会

員
数

５
０

０
事

務
所

以
内

毎
に

一
般

建
築

部
門

及
び

小
規

模
建

築
部

門
に

そ
れ

ぞ
れ

１
点

ず
つ

加
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
一

方
の

部
門

に
応

募
が

な
く

、
別

部
門

に
上

記
の

第
２

次
審

査
候

補
作

品
応

募
可

能
数

よ
り

多
く

応
募

が
あ

っ
た

場
合

に
つ

い
て

は
、

１
点

の
み

加
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

な
お

、
単

位
会

の
会

員
数

は
、

本
連

合
会

に
報

告
が

な
さ

れ
た

令
和

５
年

３
月

３
１

日
時

点
の

も
の

と
す

る
。

（
３

）
第

２
次

審
査

第
１

次
審

査
で

選
考

さ
れ

た
第

２
次

審
査

候
補

作
品

に
つ

い
て

、
本

連
合

会
内

に
設

置
す

る
「

日
事

連
建

築
賞

選
考

委
員

会
」

に
お

い
て

、
書

類
審

査
を

行
い

合
議

に
基

づ
き

、
部

門
毎

の
そ

れ
ぞ

れ
の

表
彰

対
象

作
品

を
選

考
す

る
。

選
考

さ
れ

た
作

品
の

う
ち

か
ら

国
土

交
通

大
臣

賞
候

補
、

日
事

連
会

長
賞

候
補

、
優

秀
賞

候
補

及
び

奨
励

賞
候

補
を

選
考

し
、

現
地

審
査

の
う

え
、

そ
れ

ぞ
れ

の
部

門
毎

の
受

賞
候

補
作

品
を

決
定

す
る

。
な

お
、

現
地

審
査

の
際

に
は

設
計

者
の

立
会

い
を

求
め

る
ほ

か
、

必
要

に
応

じ
て

書
類

、
図

面
等

の
提

出
を

求
め

る
場

合
が

あ
る

。
た

だ
し

、
優

秀
賞

、
奨

励
賞

に
つ

い
て

は
、

書
類

審
査

に
よ

っ
て

受
賞

候
補

作
品

を
決

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
４

）
受

賞
者

の
決

定

受
賞

者
は

、
「

日
事

連
建

築
賞

選
考

委
員

会
」

の
選

考
結

果
に

基
づ

き
、

本
連

合
会

の
理

事
会

の
議

を
経

て
会

長
が

決
定

す
る

。
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６
．

表
彰

及
び

公
表

（
１

）
表

彰

①
表

彰
の

種
類

と
数

国
土

交
通

大
臣

賞
１

点
（

予
定

）

日
事

連
会

長
賞

１
点

（
一

般
建

築
部

門
）

優
秀

賞
３

点
内

外

奨
励

賞
５

点
内

外

（
小

規
模

建
築

部
門

）

優
秀

賞
３

点
内

外

奨
励

賞
５

点
内

外

②
国

土
交

通
大

臣
賞

、
日

事
連

会
長

賞
の

各
受

賞
者

に
は

賞
状

・
賞

金
及

び
記

念
品

（
ブ

ロ
ン

ズ
製

・

三
角

ス
ケ

ー
ル

）
を

、
優

秀
賞

の
受

賞
者

に
は

賞
状

と
賞

金
を

、
奨

励
賞

の
受

賞
者

に
は

賞
状

を
そ

れ
ぞ

れ
贈

る
。

（
２

）
公

表

①
受

賞
者

が
決

定
し

た
と

き
は

、
本

連
合

会
ま

た
は

単
位

会
か

ら
受

賞
者

に
通

知
す

る
。

②
受

賞
者

は
本

連
合

会
か

ら
の

求
め

に
応

じ
、

公
開

用
の

写
真

を
提

出
す

る
こ

と
。

③
本

連
合

会
は

本
会

会
誌

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

新
聞

、
雑

誌
等

に
提

出
さ

れ
た

書
類

及
び

写
真

等
を

公

表
す

る
。

そ
の

際
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
表

記
は

行
わ

な
い

。
ま

た
、

版
権

等
の

た
め

の
料

金
は

支
払

わ
な

い
。

な
お

、
公

表
す

る
際

の
受

賞
事

務
所

名
に

つ
い

て
は

、
他

受
賞

事
務

所
名

と
表

記
方

法
を

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

本
連

合
会

に
一

任
す

る
。

④
表

彰
は

、
令

和
５

年
１

０
月

１
３

日
（

金
）

に
開

催
さ

れ
る

第
４

５
回

建
築

士
事

務
所

全
国

大
会

（
鳥

取
・

島
根

大
会

）
に

お
い

て
行

う
予

定
で

あ
る

。

７
．

審
査

基
準

及
び

表
彰

基
準

（
１

）
審

査
基

準

一
般

建
築

部
門

及
び

小
規

模
建

築
部

門
に

応
募

さ
れ

た
、

第
２

次
審

査
候

補
作

品
の

う
ち

、
以

下
の

観
点

を
総

合
的

に
判

断
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

対
象

と
な

る
賞

を
選

考
す

る
。

①
意

匠
、

構
造

、
機

能
上

優
れ

て
い

る
こ

と
。

②
防

災
上

、
安

全
上

、
維

持
管

理
上

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

③
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

④
周

辺
地

域
の

景
観

形
成

や
ま

ち
づ

く
り

に
配

慮
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

⑤
地

球
環

境
維

持
へ

の
配

慮
が

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

（
２

）
表

彰
基

準

①
国

土
交

通
大

臣
賞

一
般

建
築

部
門

及
び

小
規

模
建

築
部

門
の

両
部

門
を

通
じ

、
審

査
基

準
に

照
ら

し
総

合
評

価
が

最
も

優

秀
な

建
築

作
品

と
す

る
。

②
日

事
連

会
長

賞

一
般

建
築

部
門

及
び

小
規

模
建

築
部

門
の

両
部

門
を

通
じ

、
審

査
基

準
に

照
ら

し
総

合
評

価
が

国
土

交

通
大

臣
賞

に
次

ぐ
特

に
優

れ
た

建
築

作
品

と
す

る
。

た
だ

し
、

国
土

交
通

大
臣

賞
を

受
賞

し
た

部
門

は

除
く

。

③
優

秀
賞

一
般

建
築

部
門

及
び

小
規

模
建

築
部

門
の

そ
れ

ぞ
れ

に
お

い
て

、
審

査
基

準
に

照
ら

し
総

合
評

価
が

国

土
交

通
大

臣
賞

、
日

事
連

会
長

賞
に

次
ぐ

優
れ

た
建

築
作

品
と

す
る

。

④
奨

励
賞

一
般

建
築

部
門

及
び

小
規

模
建

築
部

門
の

そ
れ

ぞ
れ

に
お

い
て

、
審

査
基

準
に

照
ら

し
総

合
評

価
が

優

秀
賞

に
次

ぐ
建

築
作

品
と

す
る

。

８
．

日
事

連
建

築
賞

選
考

委
員

会
委

員

委
員

長
松

村
秀

一
東

京
大

学
特

任
教

授

委
員

石
坂

聡
国

土
交

通
省

大
臣

官
房

審
議

官

委
員

伊
藤

香
織

東
京

理
科

大
学

理
工

学
部

教
授

委
員

加
茂

紀
和

子
㈱

み
か

ん
ぐ

み
一

級
建

築
士

事
務

所

委
員

中
谷

正
人

建
築

ジ
ャ

ー
ナ

リ
ス

ト

委
員

原
田

真
宏

芝
浦

工
業

大
学

建
築

学
部

教
授

、

㈱
マ

ウ
ン

ト
フ

ジ
ア

ー
キ

テ
ク

ツ
ス

タ
ジ

オ
一

級
建

築
士

事
務

所

委
員

丸
川

眞
太

郎
日

事
連

前
副

会
長

、
㈱

丸
川

建
築

設
計

事
務

所
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協会への報告はありません。 

 

 

 

 

≪連絡先≫ 

弁護士法人広島みらい法律事務所 
（協会委託法律事務所） 

電話 082-511-7772 受付時間 9：00～18：00（平日） 

 

※ 電話の際、「当協会の法律相談」である旨、「当協会会員」である旨 

お伝えください。 
 

建建築築士士事事務務所所ののたためめのの法法律律相相談談窓窓口口 

まずは、気軽に法律事務所へご一報を！ 

正会員の皆様に朗報！ 
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事業所名 ㈱きんでん中国支社
住　所 広島市中区中町8-18　広島クリスタルプラザ13Ｆ
連絡先 電　話 082-569-6202 メール gouda_koutarou@kinden.co.jp
事業内容 電気工事、管工事、電気通信工事

担当者プロフィール
氏　名 合田　孝太郎 出身地 岡山県玉野市
趣味・特技 ゴルフ、ショッピング
座右の銘 日日是好日 私のおすすめ 一ノ口十ノ口（中華そば）

電気工事、管工事、ならびに電気通信工事をさせていただいております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会社創業の昭和19年より広島営業所（現在の中国支社）を開設しており、古くは海軍関係の仕事を契機にコンビナー
ト関連のプラント工事を得意としております。近年では、ゼネコン組下のビル、工場案件等の建設工事を中心に多岐に
わたり施工しております。

事業所名 クマリフト㈱広島営業所
住　所 広島県広島市東区牛田旭2-6-24　202号室　（2月16日移転）
連絡先 電　話 082-228-5344 メール y-kishimoto@kumalift.co.jp
事業内容 小荷物専用昇降機、中・大型の荷物用・人荷用エレベーターの製造・販売・維持管理

担当者プロフィール
氏　名 岸本　祥紀 出身地 大阪府高槻市
趣味・特技 パソコン・ガジェット関係
座右の銘 すぐ対応 私のおすすめ 当社HPエレベーターの部分

クマリフトの小荷物専用昇降機は、カメラ＋タッチパネル付きディスプレイを搭載した操作盤を採用しています。他の
階の様子を確認しながら荷物を運ぶ事ができる、使われる方のニーズをもとに開発された製品です。　又、標準機能
で、良く触れる部分に抗菌・抗ウィルス処理が施してあり、衛生的に安心してお使い頂けます。　　　　　　　　　　

事業所名 ケイミュー㈱広島営業所
住　所 広島市中区中町7-1
連絡先 電　話 082-245-0354 メール wakimt-k@kmew.co.jp
事業内容 屋根材・外壁材の開発・製造・販売と雨とい（パナソニック製）の販売を半世紀にわたり扱って

きた住宅建材メーカーです。 
担当者プロフィール

氏　名 脇本　浩司 出身地 広島県広島市
趣味・特技 晩酌
座右の銘 人間万事塞翁が馬 私のおすすめ 弊社外壁材：光セラ

安心・安全で高耐候・長寿命の建築物を外装側から貢献する商品開発・技術革新・販売を目指しております。環境にも
配慮し、リサイクルシステムを積極的に配慮する取り組みを行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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事業所名 ㈱ケイテン
住　所 広島市安佐南区西原2-33-37
連絡先 電　話 082-874-3411 メール ts-harayama@keiten.jp
事業内容 軽量天井下地　間仕切下地　床下地  各種仕上貼（ボード仕上げ等）工事

GL工事　アルミ成形板工事  ウレタン吹付け　グラスウール断熱工事
担当者プロフィール

氏　名 原山　智行 出身地
趣味・特技
座右の銘 私のおすすめ

弊社は社名「ケイテン」のとおり、内装工事の中でも軽天工事に特化した会社です。　　　　　　　　　　　　　　　
創業者である原山年行が、内装工事における「軽量鉄骨」と「石膏ボード」の優位性をふまえ、昭和47年に内装仕上
工事業を始めました。創業50年を超える実績とノウハウでお客様 のご要望にお応えいたします。　　　　　　　　　

事業所名 ㈱広栄工業所
住　所 広島市中区白島北町1-50
連絡先 電　話 082-228-2568 メール gonsige2020.04@bagil.ocn.ne.jp
事業内容 鋼製建具販売・施工

担当者プロフィール
氏　名 権隨　繁徳 出身地 山口県
趣味・特技 ゴルフ
座右の銘 進退は命に従い栄智は天に聞け 私のおすすめ 宝剣（呉市宝剣酒造）

弊社は昭和38年創業で広島でアルミサッシの先駆けです。長年の実績と数多くの経験から施工技術及び製品の知識は
自信を持っております。これからも多くの皆様に培った経験と知識技術で貢献したいと思います。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業所名 光和物産㈱広島支店
住　所 広島市西区大芝2-10-23
連絡先 電　話 082-230-1855 メール kakihara@kowabussan.co.jp
事業内容 各種杭工事、地盤改良、地質調査、メース・スレート工事、ＡＬＣ工事

住宅建築資材販売、住宅設備機器販売、各種合板類販売等
担当者プロフィール

氏　名 垣原　義尚 出身地 広島県福山市
趣味・特技 読書・ゴルフ
座右の銘 天網恢恢疎にして漏らさず 私のおすすめ 健康のためのウォーキング

1）親切丁寧：他人に親切にして誠実に働こう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2）能率向上：自分の力を最大限に発揮しよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3）連絡協調：二人で三人分の力を出そう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
社長方針の元、社員一同地域の皆様に貢献できるように頑張っていきます。
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事務所名 株式会社ダイサン一級建築士事務所 開設者 峠元　幹也 開設年 1994年
住所 廿日市市阿品台2-16-12 地区 広島

得意としている分野 ボイドスラブ・太陽光発電事業 ＨＰ https://www.daisun-web.com/

廿日市市に事務所を構えて29年になります。
広島本社では、ボイドスラブ事業を中心に事業をさせて頂いております。
東京支店では、太陽光発電事業に力を入れており大企業に負けないフットワークの良さを活かして日本
全国、海外にも案件調査に赴きます。
また、「女性の活躍できる環境をもっともっと広めていきたい」という思いから、2022年春より女子
硬式野球チーム『はつかいちサンブレイズ』を立ち上げ、活動しております。10月からは球場敷地内
に『サンブレイズカフェ』をオープンしました。選手たちが、おいしいコーヒーなど提供していますの
で、ぜひお立ち寄りください。
（ホームグラウンド：佐伯区杉並台64-6）

事務所名 株式会社田原泰浩建築設計事務所 開設者 田原　泰浩 開設年 2008年
住所 広島市中区榎町1-22 地区 広島

得意としている分野 住宅・福祉施設・BIM ＨＰ www.yasuhirotahara.jp

弊社は2008年設立、2020年法人化した意匠系設計事務所です。
主に住宅、福祉施設を中心に店舗や工場など新築から改修まで幅広く活動しております。お客様の要望
にしっかり寄り添りながら建築の機能と一体化したデザインを生み出すことに注力しております。設計
ツールとして早くからBIMを取り入れており設計段階から3Dモデルをグラフィカルにご提示することを
得意としております。またBIMを広めていくヒロシマBIMゼミという活動にも参画しております。その
流れで広島工業大学で非常勤講師をしたり、使用しているBIMソフトの勉強会を定期的に開催したりし
ています。それらの技術を使いながら快適で豊かな建築を社会に提供する設計事務所を目指しています。
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茶道との出会いは、大学生の頃に遡る。母がお茶を嗜んでおり石見授産所でボランティア茶会を年

１回程度開催していた。そこに荷物運びに駆り出されたのが、記憶の中にある茶道との出会いである。

それから、別のお茶会でも荷物運びを手伝わされているうちに、荷物運び以上の手伝いに興味を持

ち始めるものの、社会人になり仕事も忙しくなり、茶道への興味は薄れていく。結婚してから、夫婦

で茶会の手伝いに駆り出された時に、何も出来ないことに悔しさを感じ、お茶を習うことを決意。師

弟関係が無い気軽に通える教室があるとのことで、そこに通うことにした。先生たちも優しく、楽し

く通った教室は日頃の忙しさを忘れ、とても貴重な時間であったが、その教室は３年で閉鎖され、茶

道とは縁遠くなっていった…。

その後、平成20年に茶会の手伝いをしたときに、母に経験者である事が発覚した上に、久しぶりに

お点前をしたことで、再び茶道の世界に入っていきます。

令和元年12月に、裏千家今日庵御家元から、「宗道」の茶名を拝命し、専任講師の資格で、裏千家の

指導者としてデビューしました。令和５年１月現在、広島市西区南観音と広島市安佐北区安佐町久地

の２箇所の道場で、５名のお弟子さんを指導しています。

第116回

「私と茶道との出会い」

茶道裏千家　清風庵　庵主
一般社団法人茶道裏千家淡交会
終身師範会員（広島第二支部所属）

平成9年～12年　　　　広島市内の茶道教室に通う。
平成20年～現在　　　　母である尾立宗穂に師事。
令和元年12月　　　　　一般財団法人今日庵より専任講師の資格を得る。
令和４年12月～現在　　北野宗道名誉師範に師事。

㈱坂内建設一級建築士事務所
（情報・編集委員会青年部会長）

尾
お
立
だて
　道
みちひろ
泰　茶名：宗

そうどう
道

私の
お気に
入り
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出張茶会を開催する機会にも恵まれ、江田島市沖美町のカ

フェレストラン・bricolage17（ブリコラージュディセット）

で、毎年１月に初釜茶会を開催しています。

江田島の高台のカフェと茶道の異色のコラボレーション

は、過疎の島の魅力を広めると共に、瀬戸内の夕暮れを眺め

ながら、お茶とお菓子を楽しめるとご好評を頂いています。

南観音の自宅の一部に茶室と庭園があり、また、安佐北区

安佐町久地には、昭和50年築の中古住宅を購入し、内部をフ

ルリノベーションした茶道道場を、自身の設計施工で竣工しています。

令和２年10月に、茶室開きの儀式を京都からのお客様をお招きして執り行われました。千利休ゆか

りの臨済宗大徳寺の第15代管長高田明甫大老師の直筆の書により「清風庵」（せいふうあん）と名付け

られました。

団地の住宅を茶室に改造したことで、襖の組み合わせにより４畳半～20畳までの茶室を作り出し、

小間から大寄せの茶会に対応しているのが特徴で、京都からのお客様からも、「新しい時代の令和の茶

室」との評価を得ています。

今後、青年部会のイベントとしてお茶会体験や建物見学会を企画していますので、よろしくお願い

いたします。

会員の皆様、「私のお気に入り」の投稿を随時募集しております。
　協会（電話（082）221－0600）までお問い合わせください。

清風庵　庭園 清風庵　茶室

bricolage17での初釜茶会
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（太平洋マテリアル㈱  中四国支社  広島営業部内）

☎　082-262-3110

☎　0849-33-4704

☎　0827-22-1266

☎　082-277-2371

☎　082-272-3773

☎　082-236-6333

㈱ 愛 晃

ア マ ノ 企 業 ㈱

㈱カシワバラ・コーポレーション

㈱ カ ネ キ

小 島 建 興 ㈱

㈱コンステック広島支店

☎　082-295-8600

☎　082-291-1631

☎　082-516-1070

☎　082-497-4777

☎　082-426-1630

三 共 化 学 工 業 ㈱

㈱ サ ン ゼ オ ン

㈱ テ ク シ ー ド

東興ジオテック㈱リフォーム支店

㈱ ポ リ テ ク ノ
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　（正会員）
　　○創建ホーム株式会社一級建築士事務所
　　　事務所・開設者所在地変更　新：〒725-0026　竹原市中央5丁目3-41　
　　　　　　　　　　　　　　　　旧：〒725-0026　竹原市中央3丁目7-1　

　　○アイワ建設株式会社一級建築士事務所
　　　代表者変更　　　　　　　　新：代表取締役　村元　守
　　　　　　　　　　　　　　　　旧：代表取締役　荒川　愼吾

　　○メープル二級建築士事務所
　　　事務所所在地変更　　　　　新：〒720-0812　福山市霞町2丁目1番6号3Ｆ
　　　　　　　　　　　　　　　　旧：〒720-0825　福山市沖野上町一丁目1番20号

　　○株式会社エネ・グリーン広島支社
　　　事務所名称変更　　　　　　新：株式会社エネ・グリーン広島支社
　　　　　　　　　　　　　　　　旧：株式会社エネ・グリーン
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編　集　後　記

　先日、事務所の片隅に置いたままになっていたモニターを某○○○オフへ持ち込むと、何と値段�

300円が付きました。処分するにもお金を取られるこのご時世に有難いことでした。

　今回の誌面では試みとして当協会長と若手理事の座談会が組まれておりますが、いかがでしたか。

この様な機会はあまりなかったので、ご意見あれば頂戴したく思っております。

　もうすぐ桜の季節を迎えます。外出時はマスクを外しても良さそうなので、春を五感で感じられる

のはありがたいことですね。

� 山本　英広　 　　

当協会の会報誌『建築士事務所協会報2023年１月号［No.473］の下記ページにつきまして、内容の
一部に誤りがございました。深くお詫び申し上げますとともに、次のとおり訂正させていただきます。

●建築士事務所協会報2023年１月号［No.473］　P.22　年賀広告内、郵便番号
　【誤】有限会社山谷建築設計事務所　〒722-0012
　【正】有限会社山谷建築設計事務所　〒727-0012

●建築士事務所協会報2023年１月号［No.473］　P.44　新入会会員紹介内、営業品目
　【誤】フジテック株式会社中四国支店
　　　  エレベーター・エスカレーター・あるく歩道の研究開発・販売・製造・据付・保守・改修
　【正】フジテック株式会社中四国支店
　　　  エレベーター・エスカレーター・動く歩道の研究開発・販売・製造・据付・保守・改修

【お詫びと訂正】建築士事務所協会報2023年1月号[No.473]の掲載内容の誤りについて【お詫びと訂正】建築士事務所協会報2023年1月号[No.473]の掲載内容の誤りについて
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一般社団法人　広島県建築士事務所協会
情報・編集委員会

担当副会長　河合　哲夫
担当理事　村田　正道
委 員 長　福山　雅也
副委員長　熊野　弘伸（賛助会員）
委　　員　藤本　誠二
　　　　　三好　明彦
　　　　　新見　嘉浩

委　　員　山本　英広
　　　　　木本　直樹（賛助会員）
　　　　　日高　博之（賛助会員）

事 務 局　河原　直己　　　　　
　　　　　長谷川彩子　　　　　
　　　　　大木　一郎　　　　　

発行所　一般社団法人 広島県建築士事務所協会
　　　　〒730-0013 広島市中区八丁堀５番23号
　　　　　　　　　 ＴＥＬ（082）221－0600
　　　　　　　　　 ＦＡＸ（082）221－8400
　　　　ホームページアドレス　https://h-aaa.jp/
　　　　Ｅメール　info@h-aaa.jp

印刷所　株式会社インパルスコーポレーション
　　　　〒731-0141 広島市安佐南区相田1丁目16番27号
　　　　　　　　　 ＴＥＬ（082）878-6000
　　　　　　　　　 ＦＡＸ（082）872-1664



　溶融亜鉛めっきと電気メッキは別のものです。

　車のボディーに溶融亜鉛めっきが使われているのを御存じですか？

　電力の鉄塔を塗り替えているのをご覧になられた事がありますか？

　始終、トラックのタイヤに踏んづけられているグレーチング、錆びたグレーチングを

見られた事がありますか？

お問い  圓 光 産 業 株 式 会 社
尾道市因島重井町474-25

合わせ先  TEL：（０８４５）２５－１１１５ （担当 ： 松原・寺本） FAX ： （０８４５）２５－１１８１

 溶 融 亜 鉛 めっき　

　　めっき工場見学やめっき勉強会のお手伝いをさせていただきます。

メンテナンスフリーの

URL http://enko.co.jp/

〒722-2102

GROUP　COMPANY
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❒❒ 広広告告料料((税税込込))

３．原稿は、希望掲載月の前の月の１０日までにご提出ください。

会　員

会員：（一社）広島県建築士事務所協会の正会員及び賛助会員

サイズ 1/4 1/2 １ページ

会員外 会員外会　員

6,600白　黒 33,00019,800

カラー 49,50033,000

申込者 会　員 会員外

大きさ
A4サイズの約1/4 A4サイズの約1/2 A4サイズ(縦)に入るもの

約６０mm×約１６５mm 約１２０ｍｍ×約１６５ｍｍ 約２５０ｍｍ×約１６５ｍｍ

備　考 年６回継続契約 1回あたり 1回あたり

【おねがい】１．申込書は、希望掲載月の前の月の５日までにご提出ください。

２．原稿は、申込者が作成してください。

広広告告申申込込書書　　

お申込者(社名) 令和　　　　年　　　　月　　　　日申　込　日

ご　住　所

担当者ご氏名

Ｔ　Ｅ　Ｌ Ｆ　Ａ　Ｘ

□ 6　回 □ 5月 □ 3月□ 1月□ 11月□ 9月□ 7月

□ 白黒 □ カラー

e-mail

広告の名称（表題）

広告サイズ □ 1/4 □ 1/2

【お問合先・お申込先】　　（一社）広島県建築士事務所協会　　〒730-0013  広島市中区八丁堀5-23オガワビル２階
 電話　082-221-0600      ＦＡＸ　082-221-8400    Ｅメール　info@h-aaa.jp

　　　会会報報誌誌発発行行時時のの広広告告チチララシシややパパンンフフレレッットトのの有有料料折折込込

毎月の会報発行時に貴社の広告チラシや製品パンフレット等を有料で同封いたします！
受付可能なサイズ等、詳しくは事務局までお気軽にお問い合わせください。

折込料（税込）：会員　１１，０００円/１回／会員外　３３，０００円/１回

11,000

11,000

16,500

13,200 22,000

22,000 33,000

希望掲載月
※１／４サイズは、年６回の継続契約となります

広告料金額

※広告の希望欄に✓を付けてください。

□ １ページ

カ ラ　ー

会報誌への広告掲載を募集しています

随時募集



好
  評

建築士事務所協会会員の皆さまへ

賠償責任保険日事連・
建築士事務所〈建築家賠償責任保険〉

建築士事務所のお悩み解決をサポートします！
施主とのトラブルや従業員とのトラブル・・・
弁護士相談 サービス

建賠保険は
建築士事務所を賠償事故から

お守りする保険です。

2021年度 新規加入受付中

　消費者
保護を形に

　すれば・・・

ネットで
お手続き

クリック日事連サービス

中途加入は翌月1日より補償開始

無料

20-T04199　2020年12月作成

発注者から
 大きな信頼

団体割引で
加入可能 選べる5タイプ 保険料は

 損金処理可能

▶日事連・建築士事務所  賠償責任保険とは・・・

安心❶  構造設計業務ミスによる「構造基準未達」時の賠償事故を補償
安心❷  建築基準法等における「法令基準未達」時の賠償事故を補償
安心❸  建物調査業務（耐震診断等）中の賠償事故を補償
安心❹  事業活動中（テレワークを含む）のサイバーリスクを補償

特約（オプション）プランで安心をプラスさらに

New

有限会社  日事連サービス
日事連・建築士事務所賠償責任保険  取扱指定代理店 〒104-0032  東京都中央区八丁堀4-9-4  東京STビル3階  

TEL.03-3551-6633（建賠保険専用ダイヤル）   FAX.03-3552-1066
E-mail : njs-q@nichijiren-service.com

資料請求、お問い合わせは下記にお申し付けください。

●この広告は、日事連・建築士事務所賠償責任保険の概要についてご紹介したものです。保険の詳細はホームページ（https://
　njs-ins.com/）に掲載のパンフレットをご覧ください。ご加入（同じ内容で更新する場合を含みます。）にあたっては、必ず「重要

事項説明書」をよくお読みください。「重要事項説明書」には、ご加入または更新される保険の商品内容をご理解いただくために
重要な情報、および、お客様にとっては不利益となる事項等、特にご注意いただきたい事項を記載しております。詳細は保険約款
によりご確認ください。なお、ご不明な点等がある場合には、日事連サービスまでお問い合わせください。

（＊）自動口座引落しは更新契約に限ります。新規ご契約に関しましては、指定口座へのお振込みをお願いいたします。

〈幹事引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社〉

事務所協会（会員）の
ための制度

国内建築物の設計業
務のミスを包括的に
カバー

基本補償プランの支払
限度額は事務所の実態
に合わせて選択可能

保険料は経費として損
金処理可能、お支払いは
便利な自動口座引落し（＊）

会員のみ加入可能、別途
特約保険料が必要








